
・ジュリスト：1260号（2004年1月1-15日合併号）～最新号（注2）

・論究ジュリスト：1号（2012号春号）～最新号（注3）

・記事検索
・各号目次
・冊子検索（注4）

・判例検索

法律雑誌「ジュリスト」が2009年11月、「論究ジュリスト」が2012年5月より、Webでも読
めるようになりました。さらに、電子版では本文中の判例から判例データベースにリンクでき
ます（注1）。

ジュリスト電子版のご案内

（注1）：判例リンクは出典が特定できた判例のみで、出典がない判例にはリンクを付しておりません。
（注2）：紙の本誌発行日に電子版が登載されます。なお、最新の「重要判例解説」は除きます。
（注3）：ジュリスト＋論究ジュリストのセット販売ではジュリスト本誌と論究ジュリストの両方で記事検索
              できます。
　           ジュリスト電子版のみご契約の場合は、ジュリスト本誌のPDFファイルのみ閲覧できます。
（注4）：冊子検索は1386号以降から閲覧できます。

収録対象

検索方法



目次の1頁目が表示され、
目次上で論文タイトルをク
リックすると論文の1頁目
にリンクします。

■冊子検索

判決文へ（イメージ）

号数・号名・頁・論文名・
記事分類・事項索引で記事
検索ができます。

■記事検索

ジュリストPDF

判例データベースの判決文へ（イメージ） 判例評釈のPDFへ

お問合せ先

㈱有斐閣  デジタル出版部
tel : 03-3221-4851　月～金 9：30～17：00 （年末年始、祝日除く）
e-mail : media-for@yuhikaku.co.jp

■価格
　1ID月額1,333円（税抜）　※論究ジュリスト電子版とのセット価格　1ID月額1,905円（税抜）

■提供形態
　ジュリスト電子版は、インターネット経由でコンテンツを提供するWebサービスです。
　判例データベース各社のサービス提供でのご利用となり、有斐閣から直接提供しておりま
　せん。また、取次・書店での取り扱いはございません。

【各社連絡先】

第一法規株式会社
　tel：0120-203-480
　e-mail：info-d1law@daiichihoki.co.jp

株式会社エル・アイ・シー
　tel：03-3401-5181
　e-mail：info@hanreihisho.com

株式会社ＴＫＣ
　tel：0120-114-094
　e-mail：lexcenter@tkc.co.jp

ウエストロー・ジャパン株式会社
　tel：0120-100-482
　e-mail：support@westlawjapan.com

2017年11月1日現在

PDF上で本文中の判例部分をクリックすると判決文にリンクします

　　　　　　　　　　財産管理を怠る事実の違法確認請求事件 

【裁判年月日】 
平成２２年１月２０日
【事件番号】 
平成１９年（行ツ）第２６０号 
【掲載文献】 
裁判所時報１５００号１頁 
判例タイムズ１３１８号５７頁 
判例時報２０７０号２１頁 
判例地方自治３２９号１８頁 

　　　　　　　　　　主　　　文

原判決を破棄する。
本件を札幌高等裁判所に差し戻す。

　　　　　　　　　　理　　　由

　第１　事案の概要
１　本件は，砂川市（以下「市」という。）がその所有する土地を神社施設の敷地として無償で使
用させていることは，憲法の定める政教分離原則に違反する行為であって，敷地の使用貸借契
約を解除し同施設の撤去及び土地明渡しを請求しないことが違法に財産の管理を怠るものであ
るとして，市の住民である被上告人らが，上告人に対し，地方自治法２４２条の２第１項３号に基
づき上記怠る事実の違法確認を求める事案である。
２　原審の確定した事実関係等の概要は，次のとおりである。
（１）神社施設の現在の所有関係等
　市は，第１審判決別紙第１不動産目録記載の各土地（以下「本件各土地」といい，同目録記載
の土地を個別に摘示するときは，その番号に従い「本件土地１」などという。ただし，文脈により

　　　　　　　　　　損害賠償請求事件

【裁判年月日】 
平成２０年　４月２４日 
【事件番号】 
平成１８年（受）第１６３２号 
【掲載文献】 
裁判所時報１４５８号５頁 
判例時報２００８号８６頁 
判例タイムズ１２７１号８６頁 
最高裁判所民事判例集６２巻５号１１７８頁 
最高裁判所裁判集民事２２７号６８５頁 
【参照法令】 
民法７０９条 

　　　　　　　　　　主　　　文

原判決のうち上告人の敗訴部分を破棄する。
前項の部分につき，本件を大阪高等裁判所に差し戻す。

　　　　　　　　　　理　　　由

上告代理人坂本団の上告受理申立て理由について
１　本件は，大動脈弁閉鎖不全のためＡ大学医学部附属病院（以下「本件病院」という。）に入院
して大動脈弁置換術（以下「本件手術」という。）を受けたＢが本件手術の翌日に死亡したことに
ついて，Ｂの相続人である被上告人らが，本件手術についてのチーム医療の総責任者であり，
かつ，本件手術を執刀した医師である上告人に対し，本件手術についての説明義務違反があっ
たこと等を理由として，不法行為に基づく損害賠償を請求する事案である。
２　原審が確定した事実関係の概要は次のとおりである。


